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心と体の成長

P1-050
中学生の抑うつに関連する家庭要因の検討
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【背景】
子どもの貧困は成人期の抑うつだけではなく、思春期の抑
うつや肥満、薬物使用に関連する。しかし、日本では、思
春期の貧困と抑うつの関連は明らかにされていない。思春
期の抑うつは成人期の抑うつや成人病のリスクを高めるた
め、早期の対策が必用である。本研究の目的は、中学生の
抑うつと保護者の経済状況、年齢、婚姻状況、学歴との関
連を明らかにすること。

【方法】
2016年6月に、静岡県の公立中学5校の生徒1730人とその
保護者に対して質問紙調査を行った。保護者から年間所
得、年齢、婚姻状態、学歴について把握した。年間所得は、
100万円未満、100~200万円未満までは50万円で区切った
2段階、200 ～ 1000万円までは100万円で区切った8段階、
1000万円以上で尋ね、12段階の等価所得を算出した。婚
姻状態は既婚、一人親、再婚について把握した。学歴は、
小中学校、高校、専修学校・各種高専・短大、大学・大学
院に区分した。中学生には、日本語版Birleson Depression 
Self-Rating Scale for Children（DSRS-C）を用いて抑うつ
を評価した。抑うつに欠損の無い中学生の1624人を分析
対象とした。合計点が高いほど抑うつが強い。カットオフ
値16点で抑うつ高群と抑うつ低群に分けた。中学生の抑
うつと、等価所得、保護者の年齢について独立した t検定
を行った。次に、保護者の婚姻状況と学歴についてχ二乗
検定を行った。

【結果】
抑うつは22.9％の生徒にみられた。等価所得の平均値と標
準偏差（SD）は290.3（SD 123.0）であった。保護者の平均
年齢は、父親または父親にかわる者は44.5歳（SD 5.5）、母
親または母親にかわる者は42.5歳（SD 4.7）であった。婚
姻状態は、既婚87.3%、一人親10.3％、再婚2.4% であっ
た。学歴は、父親または父親にかわる者は小中学校8.2％、
高校46.5％、専修・各種高専・短大20.3％、大学・大学院
25.1％、欠損26.7％で、母親または母親にかわる者は小中
学校3.3％、高校51.9％、専修・各種高専・短大37.5％、大
学・大学院7.3％であった。男子で、等価所得の平均値は
抑うつの低群と高郡で有意な差があった（低群304.8; 高群
265.5, P = 0.005）。男女共に、保護者の年齢・婚姻状況・
学歴と抑うつに有意な関連はなかった。

【考察】
男子で、等価所得が高いと抑うつは低いことが明らかと
なった。子どもの貧困対策は、幼児期の精神保健に寄与す
る。更なる研究で、貧困と抑うつの関連における性差の要
因を明らかにする必要がある。
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【はじめに】
我々は発達障害が注目され社会性や行動などの評価ニーズ
が大きくなってきていることから、性差を考慮した「幼児
版社会性・行動評価尺度」の開発を2014年より行っている。

「心の理論」は他者の気持ちを推測する能力である。発達
障害児は他者の気持ちを把握することが難しく、健常児と
比べて心の理論の獲得が遅れると言われているため、困難
な課題になると考えられる。本研究は「心の理論」の予備
調査結果について報告する。

【方法】
対象は3歳23名、4歳35名、5歳50名、6歳74名、7歳101名、
8 歳 89 名の計名372名である。Wellman & Liu（2004）
の心の理論課題（Diverse Desires、Diverse Beliefs、
Knowledge Access、Contents False Belief、Explicit 
False Brief、Belief-Emotion、Real-Apparent Emotion）を
参考に計7課題作成した。得られた結果から、それぞれの
課題の年齢別通過率（正答率）を求めるとともに、それぞ
れが何歳レベルの課題にあたるかを検討し、性差を検討し
た。また、3歳から6歳の保育園児に社会生活能力検査を
実施し、社会性との関連を検討するために各課題で正答児
と誤答児に分け、SQ の平均と標準偏差を求め、t検定を行っ
た。

【結果】
全ての課題で年齢を重ねるごとに正答率が上昇していた。
課題1は3歳、課題2は4歳、課題3は5歳、課題4、5、6、
7は6歳で正答率が50％を超えた。性差の検討では、5歳の
正答率を男女別に求めたところ、課題3の正答率は男子が
42.9%、女子が76.7%（p＜0.05）、課題4は男子が11.8%、女
子が57.6%（p＜0.01）、課題5は男子が11.8%、女子が51.5%

（p＜0.01）、課題6は男子が17.6%、女子が45.5%（p＜0.1）、
課題7は男子が7.1%、女子が33.3%（p＜0.1）であった。5
歳の女子の正答率は男子よりも有意に高いことが認められ
た。また、3歳の課題2の正答児の SQ は99.3±15.7（平均±
標準偏差）、誤答児は82.1±20.1（p＜0.1）、4歳の課題3の
正答児は109.1±10.3、誤答児は87.0±21.4（p＜0.05）、5歳
の課題4の正答児は104.1±8.7、誤答児は93.9±13.0（p＜0.01）
で正答児と誤答児の結果SQ に有意な差が認められた。

【考察】
本検討結果から、「心の理論」は課題によって正答率が異
なり、難易度に違いがあることが示された。「幼児版社会性・
行動評価尺度」の構成課題としては、3歳から6歳対象の項
目として含めることが可能と思われた。5歳で性差が認め
られたことから、心の理論課題は女子の方が早く獲得する
ことが示唆された。
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